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U-Pb and 206Pb-207Pb ages of zircons 
from basaltic eucrites: Implications for 
early basaltic volcanism on the eucrite 
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への提言、JCADM （Join SCAR-COMNAP 




るACE （Antarctic Climate Evolution:南極
気候進化）、AGCS （Antarctica and the 
Global Climate System：南極と地球規
模気候システム）、EBA （Evolution and 
Biodiversity in the Antarctic:南極での生
物進化と多様性）、及び、ICESTAR 
（Inter-hemispheric Conjugacy Effects 






























ン 大 のØstgaard氏 よ り「Auroral 
































































































































































研 究 を 実 施 し よ う と す るIPICS 
（International Partnerships in Ice Core 
Sciences）、アジアの連携を目的とした
AFoPS （Asian Forum for Po lar 


























































































































KARP（Korea Antarctic Research 
Program）の通年観測施設として開設さ























































































を取得。2003年 4月から 2006年 3月までは日本学術
振興会特別研究員（PD）として極地研気水圏グループに
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編 集 後 記  掲載論文は、いずれも、北
極環境に焦点を当てた最新の
研究成果である。国際極年を
目前とする現在、北極研究を
どのように進めていくかとい
う指標にもなりうる。ただ、
本書の特徴は個々の論文の高
い学術的内容だけではない。
北極圏という地理的な共通基
盤の上に立ち、既成概念とし
ての学術分野の細分に囚われ
ず、広い範囲の視点からの研
究が1冊にまとめられている
学際的な出版物である。
 国際シンポジウムの性格上、
海外からの著者の寄与が大き
い:日本6編、ドイツ4編、フ
ランス・ノルウェー各2編、
イタリア・ロシア各1編（筆
頭著者の所属に基づく）。 
